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此
書
は
屋
代
弘
賢
撰
す
。
弘
賢
後
に
詮
丈
と
改
む
。
輪
池
と
号
し
、
太
郎
と
称
す
。
幕
府
の
家
人
に
て
、
も
と
は
微

禄
の
人
な
り
し
が
、
累
り
に
登
用
せ
ら
れ
て
、
終
に
勘
定
格
表
祐
筆
に
進
め
ら
れ
、
永
く
謁
見
以
上
に
列
せ
り
。
當
時

幕
府
に
於
て
纂
修
あ
り
し
藩
翰
譜
続
編
の
事
に
與
り
、
又
古
今
要
覽
は
其
の
專
任
に
て
、
終
身
こ
れ
に
從
事
し
、
最
も

精
力
を
此
に
注
き
し
と
な
り
。
天
保
十
二
年
閏
三
月
十
八
日
歿
す
。
年
八
十
四
な
り
。

(

一

八

四

一

年

)

弘
賢
博
斈
能
文
、
特
に
古
今
の
典
故
に
精
し
、
初
め
古
今
要
覽
の
編
述
を
命
ぜ
ら
れ
し
と
き
、
古
今
の
事
物
品
彙
浩

潮
に
し
て
、
着
手
の
次
第
も
辨
じ
が
た
り
し
に
、
弘
賢
乃
ち
其
例
を
立
て
、
凡
一
事
に
遇
ひ
一
物
を
見
る
こ
と
に
、
其

稿
す
べ
く
と
定
め
、
歳
月
を
重
ね
て
、
漸
時
に
編
次
し
、
卒
に
五
百
余
巻
に
升
り
し
と
い
ふ
。

弘
賢
筆
翰
殊
に
美
な
り
。
初
め
は
大
師
に
斈
び
し
が
、
後
に
は
兼
て
趙
松
雪
を
模
す
。
當
時
幕
下
に
て
は
、
日
下
部

。

、

。

某
と
一
雙
の
妙
墨
と
称
せ
ら
る

凡
外
国
へ
遣
は
れ
し
書
翰
等
そ
の
他
重
た
た
し
き
も
の
は

皆
其
筆
な
り
し
と
い
ふ

弘
賢
平
生
墳
籍
の
嗜
み
最
も
篤
く
、
不
忍
文
庫
を
設
け
て
、
五
万
余
巻
の
書
を
儲
ふ
。
府
下
の
蔵
書
家
は
、
弘
賢
と

新
見
正
路
、
小
山
田
興
清
に
及
ぶ
も
の
な
か
り
し
と
な
り
。

弘
賢
著
は
す
所
の
書
は
、
要
覽
の
外
、
伊
勢
物
語
校
異
、
高
野
大
師
書
訳
注
、
御
注
孝
経
附
録
、
道
の
幸
、
輪
池
雜

録
等
あ
り
。
其
余
此
書
の
如
く
零
細
の
襍
書
、
尚
数
多
あ
れ
ば
、
得
る
に
随
て
追
刊
す
べ
し
。
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大
日
本
法
華
経
驗
記

巻
下

第
百
廿
九
、
紀
伊
國
牟
婁
郡
悪
女

有

二

沙
門

、
一
人

年
若

、
其

形

端
正

、
一
人

年
老

、
共

詣

熊
野

至

牟
婁

郡

、
宿

路
辺

宅

、
其

宅

二

一

二

一

二

一

二

一

ノ

ハ

ク

ノ

チ

ナ
リ

ハ

リ

二

テ

二

テ

ノ

二

ス

ノ

二

ノ

二

一

二

一

レ

二

一

レ

レ

主

寡
婦

、
出

両
三

女
從
者

、
宿

居

二
僧

、
致

志
労
養

、
爰

家

女
夜
半

至

若
僧

辺

、
覆

衣
並

語

ジ

ナ
リ

シ

ノ

ヲ

シ

ク

ヲ

テ

ス

二

ノ

二

ノ

二

ヒ

二

テ

、

二

ク

ヲ

ス

ヲ

キ
二

リ

ン

僧

言

我
家
從

昔
不

宿

他
人

今
夜
借

宿

非

無

所
由

、
從

見
始
時

有

交
臥
之
志

、
仍
所

令

宿
也
、
爲

遂

、

レ

レ

二

一

レ

レ

二

一

二

一

二

一

レ

レ

レ

ミ
ソ
メ
シ

ガ

ヲ

ミ

ル

シ

メ

テ

二

ク

シ

ノ

ヲ

ス

ノ

二

ン

二

一

二

一

二

レ

二

一

二

一

其
本
意

所

進

来

也
、
僧
大

驚
恠

起
居

語

女

言

日
来
精
進

出

立
遙

途

、
参

向

權
現

宝
前

、
如
何

、

、

二

一

二

一

レ

二

一

二

一

有

此

悪
事

哉
、
更

不

承
引

、
女
大

恨

怨

、
通
夜
抱

僧

擾
乱
戯
笑

、
僧
以

種
々

詞

語

誘

、
参

詣
熊
野

リ

ノ

二

セ

二

ミ

ル

テ

ヲ

ス

テ

ノ

ヲ

リ

シ

二

只
両
三
日
、
献

燈
明
御
幣

、
還
向

次
可

随

君

情

、
作

約
束

了
、
僅
遁

此
事

、
参

詣
熊
野

、
女
人
念

僧

還

ス

ヲ

ノ

ト

ガ

レ

ヲ

ヒ

ノ

二

一

レ

二

一

二

一

二

一

二

一

二

ヲ

テ

ノ

ヲ

ツ

ク

チ

ヒ

ヲ

テ

二

ル

ヲ

ル

向
日
時

、
致

種
々

儲

相
待

、
僧
不

来
過

行

、
女
待

煩

僧

、
出

路
辺

尋

見

徃
還
人

、
有

從

熊
野

出

一

二

一

二

一

二

一

二

一

二

一

下

二

一

上

二

一

二

一

二

一

レ

僧

、
女
僧

問

曰
、
着

其
色
衣

若
老
二
僧
来

否
、
僧

云
其
二
僧

早
還
向

既
経

両
三
日

女
聞

此
事

、
打

二

テ

ス
ル

ヲ

ル
ヤ

ノ

ハ

ス

ト

ヲ

テ

ヲ

テ

、

手
大

瞋

、
還

家
入

隔
舎

籠
居

無

音
、
即

成

五
尋
大
毒
蛇
身

、
追

此

僧

行
、
時
人
見

此
蛇

生

大
怖
畏

二

リ

テ

テ

二

メ

シ

チ

リ

ト

ヒ

ノ

テ

ヲ

シ

レ

二

一

レ

二

一

二

一

二

一

二

、
告

二
僧

言

有

希
有
事

、
五
尋
許

大
蛇
過

山
野

走
来

、
二
僧
聞
了

、
定

知

此
女
成

蛇
追

我

、
即

早

ヲ

テ

二

ク

リ

ノ

ギ

ヲ

ル

テ

テ

ヌ

フ

ヲ

チ

一

二

一

二

一

二

一

レ

レ

、

馳
去

到

道
成
寺

、
事

由

啓

寺
中

欲

遁

蛇

害

、
諸
僧
集
會

議

計
此
事

、
取

大
鐘

件

僧

籠

居

鐘

リ

テ

ノ

ヲ

メ

二

ス

ン

ノ

ヲ

シ

ヲ

リ

ヲ

ノ

ヲ

セ
シ
メ

二

一

二

一

レ

二

一

二

一

二

一

二

一

レ

二

一

二

一

レ

二

一

レ

レ

二

内

、
令

閉

堂
門

時
、
大
蛇
追

来

道
成
寺

、
圍

堂

一
両
度
、
則
到

有
僧
戸

、
以

尾
叩

扉
数
百
遍
、
叩

二

ル

サ

ヲ

テ

二

ル
コ
ト

ヲ

リ

二

テ

、

破

扉
戸

蛇
入

堂
内

圍

巻

大
鐘

以

尾
叩

龍
頭

両
三
度
計

諸
僧
驚
恠

開

四
面
戸

集

見

之
恐
歎

シ

ヲ

二

キ

テ

ク
コ
ト

ヲ

シ

テ

ヲ

リ

テ

ス

一

二

一

二

一

レ

二

一

二

一

レ

、

、

、

、

シ

ヲ

ヲ

ヲ

ヲ

メ

ヲ

リ

ル

ル

メ
二

ノ

二

メ

毒
蛇
從

両
眼

出

血
涙

出

堂

擧

頸

動

舌

指

本
方

、
諸
僧
見

大
鐘
爲

毒
蛇

所

焼
、
炎
火
熾
燃

二

一

二

一

レ

レ

レ

二

一

下

二

一

レ

、

走

去

、

、

敢
不

可

近

即
汲

水

浸

大
鐘

冷

炎
熱

見

僧

皆
悉
焼
盡

骸
骨
不

残
纔
有

灰
塵

経

数
日

時

ヲ

ク

ヲ

シ

ヲ

シ
テ

ヲ

ル
二

ヲ

シ

ル
ノ

ヲ

上
レ

レ

二

一

二

一

レ

レ

二

一

二

一

、

、
矣

之

二

ノ

二

リ

シ

二

ク

ス
ル

二

リ

ト

ス

ノ

一
臈
老
僧
夢

、
前

大
蛇
直

来

白

老
僧

云

、
我
是
籠

居

鐘
中

僧
也
、
遂
爲

悪
女
被

領
成

其
夫

感

弊
悪

二

一

二

一

二

一
レ

二

一

二

、

身

今
思

抜

苦

我
力
不

及
、
我
存
生

時
雖

持

妙
法

薫
修
年
浅

末

乃

勝
利

定
業
所

索
、
遇

此
悪

ヲ

フ
ニ

ン
ト

ヲ

ノ

ト

ヲ

メ

二

テ

フ

一

レ

レ

レ

レ

二

一

レ

二

一

レ

二

、

、
決

緑

今
蒙

聖
人

恩

欲

離

此
苦

殊

発

無
縁

大
慈
悲
心

清
淨

書

寫

法
華
経

如
来
壽
量
品

爲

我
等

二

テ

ノ

ヲ

ス
レ
ト

ヲ

二

ス

ノ

ヲ

ノ

シ

ノ

ヲ

セ
ヨ

一

二

一

レ

二

一

二

一

二

一

二

、

、

二
蛇
抜
苦

非

妙
法

力

爭

得

抜
苦

哉
、
就

中
爲

彼

悪
女
抜
苦

當

修

此

善

、
蛇
宣

此

語

即

ヲ

ン
バ

ノ

二

カ

ン

ヲ

ク

メ
二

ノ

ノ

二

ノ

チ

べ

ノ

ヲ

一

二

一

二

一

レ

二

一

レ

二

一

二

一

、

、



、

、

、

、

以
還

去

、
聖
人
夢
覺

即
発

道
心

觀

生
死

苦

手
自

書

寫
如
来
壽
量
品

捨

衣
鉢
蓄

設

施
僧
之
営

リ

ヌ

メ

シ

ヲ

シ

ノ

ヲ

ラ

ヲ

テ

ヲ

ケ

ヲ

二

一

二

一

二

一

二

一

二

一

請

僧
侶

修

一
日
無
差

大
會

爲

二
蛇
抜
苦

供
養
既

了

、
其
夜
聖
人
夢

、
一
僧
一
女
面
貌
含

喜

気
色
安

屈

、

、

、

二

一

二

一

二

一

二

レ

シ

ヲ

シ

ノ

ヲ

ノ

ル

ル

ミ

ヲ

穏
、
来

道
成
寺

一
心

頂

礼

三
宝
及

老
僧

白

言

、
依

清
淨
善

我
等
二
人
遠

離
邪
道

趣

向

善
趣

、
女

リ

二

二

シ

ビ

ヲ

シ

ク

テ

二

ヲ

ス

二

一

二

一

二

一

二

一

二

一

、

、

、

ル

二

シ

ヲ

テ

レ

テ

二

ル

生

忉
利
天

、
僧
昇

、

二

一

二

一

二

一

二

一

兜
卒
天

、
作

是
語

了

各
々
相
分

向

虚
空

而

弘
賢
曰
、
此
書
は
後
朱
雀
院
の
長
久
元
年
、
首
楞
嚴
院
沙
門
鎭
源
撰
す
る
と
こ
ろ
な
り

(

一

〇

四

〇

年

)

今
昔
物
語
集

巻
十
四

紀
伊
國
道
成
寺
僧
寫

法
華

救

蛇
語

二

一

レ

今
ハ
昔
、
熊
野
ニ
参
ル
二
人
ノ
僧
有
ケ
リ
、
一
人
ハ
年
老
タ
リ
、
一
人
ハ
年
若
ク
シ
テ
形
貌
美
麗
也
、
牟
婁
ノ
郡
ニ
至
テ
、
人
ノ
屋

㒵

ヲ
借
リ
テ
、
二
人
共
ニ
宿
リ
ヌ
。
其
ノ
家
ノ
主
、
寡
ニ
シ
テ
若
キ
女
ナ
リ
、
女
ノ
從
者
二
三
許
有
リ
。
此
ノ
家
ノ
主
ノ
女
、
宿
リ
タ

也

ル
若
キ
僧
ノ
美
麗
ナ
ル
ヲ
見
テ
、
深
ク
愛
欲
ノ
心
ヲ
発
シ
テ
懃
ニ
労
リ
養
フ
。
而
ル
ニ
、
夜
ニ
入
テ
、
僧
共
既
ニ
寝
ヌ
ル
時
ニ
、
夜

？
蔜

半
許
ニ
家
主
ノ
女
、
竊
ニ
此
の
若
キ
僧
ノ
寝
タ
ル
所
ニ
這
ヒ
至
テ
、
衣
ヲ
打
覆
テ
並
ビ
寝
テ
、
僧
ヲ
驚
カ
ス
。
僧
驚
キ
覺
テ
、
恐
レ

迷
フ
。
女
ノ
曰
ク

「
我
家
ニ
ハ
更
ニ
人
ヲ
不

宿
。
而
ル
ニ
、
今
夜
、
君
ヲ
宿
ス
事
ハ
、
晝
、
君
ヲ
バ
見
始
ツ
ル
時
ヨ
リ
、
夫
ニ

、

レ

云

。

『

』

、

。

、

、

セ
ム
ト
思
フ
心
深
シ

然
レ
バ

君
ヲ
宿
シ
テ
本
意
ヲ
遂
ゲ
ム

ト
思
フ
ニ
依
テ

近
ヅ
キ
来
ル
ナ
リ

我
レ

夫
ナ
ク
シ
テ
寡
ナ
リ

也

无

也

君
、
哀
ト
可

思
キ
也
」
ト
。
僧
、
此
レ
ヲ
聞
キ
テ
、
大
キ
ニ
驚
キ
恐
レ
テ
起
居
テ
、
女
ニ
答
テ
云
ク

「
我
レ
、
宿
願
有
ル
ニ
依

レ

、

、

、

、

、

、

。

テ

日
来

心
身
精
進
ニ
シ
テ

遙
ノ
道
ヲ
出
立
テ
權
現
ノ
宝
前
ニ
参
ル
ニ

忽
チ
ニ
此
ニ
シ
テ
願
ヲ
破
ラ
バ

互
ニ
恐
レ
可

有
レ

然
レ
バ
、
速
ニ
君
、
此
心
ヲ
可

止
シ
」
ト
云
テ
、
強
ニ
辞
ス
。
女
、
大
キ
ニ
恨
ミ
、
終
夜
、
僧
ヲ
抱
キ
テ
擾
乱
シ
テ
戯
ル
ト
云
ヘ

レ

ド
モ
僧
、
様
々
ノ
言
ヲ
以
テ
、
女
ヲ
誘
ヘ
テ
曰
ク

「
我
レ
君
ノ
宣
ハ
ム
事
辞
ス
ル
ニ
非
ズ
。
然
レ
バ
、
今
、
熊
野
ニ
参
テ
、
両
三

、

オ
シ

ブ

ル

ニ

ハ

日
燈
明
御
幣
ヲ
奉
テ
、
還
向
ノ
次
ニ
、
君
ノ
宣
ハ
ム
事
ニ
随
ハ
ム
」
ト
約
束
ナ
シ
ツ
。
女
、
約
束
ヲ
憑
テ
、
本
ノ
所
ニ
返
ル
、
夜
曙

御

ヲ
成

ヌ

暛

ヌ
レ
バ
、
僧
、
其
ノ
家
ヲ
立
熊
野
ニ
参
ス
。
其
ノ
後
、
女
ハ
約
束
ノ
日
ヲ
計
ヘ
テ
、
更
ニ
他
ノ
心
ナ
ク
シ
テ
僧
ヲ
思
テ
、
諸
ノ
備
ヘ

ヌ

无

恋

テ
儲
テ
待
ツ
ニ
、
僧
、
還
向
ノ
次
ニ
、
彼
ノ
女
ヲ
恐
レ
テ
、
不

寄
シ
テ
、
忽
テ
他
ノ
道
ヨ
リ
迯
テ
過
ヌ
。
女
、
僧
ノ
遅
ク
来
ヲ
待

レ

思

煩
ヒ
テ
、
道
ノ
辺
ニ
出
テ
、
徃
還
ノ
人
ニ
尋
ネ
問
フ
ニ
、
熊
野
ヨ
リ
出
ヅ
ル
僧
ア
リ
。
女
、
其
ノ
僧
ニ
問
テ
曰
ク

「
其
ノ
色
ノ
衣

、

云

、

」

。

、「

」

。

着
タ
ル

若
キ
老
ヒ
タ
ル
二
人
ノ
僧
ト
還
向
シ
ツ
ル
カ

ト

僧
ノ
云
ク

其
二
人
ノ
僧
ハ
早
ク
還
向
シ
テ
両
三
日
ニ
成
ヌ

ト

、

、

、「

」

、

、

、

女

此
ノ
事
ヲ
聞
テ

手
ヲ
打
テ

既
ニ
他
ノ
道
ヨ
リ
迯
テ
過
ニ
ケ
リ

ト
思
フ
ニ

大
ニ
瞋
リ
テ

家
ニ
皈
リ
テ
寝
屋
ニ
籠
居
スヌ



音
セ
ズ
シ
テ
暫
ク
有
テ
、
即
チ
、
死
ス
。
家
ノ
從
女
等
、
此
レ
ヲ
見
テ
泣
キ
悲
ム
程
ニ
、
五
尋
許
ノ
毒
蛇
、
忽
ニ
寝
屋
ヨ
リ
出
ヌ
、

ヌ

家
ヲ
出
デ
テ
、
道
ニ
赴
ク
。
熊
野
ヨ
リ
還
向
ノ
道
ノ
如
ク
走
リ
行
ク
。
人
、
此
レ
ヲ
見
テ
、
大
キ
ニ
恐
ヲ
成
ス
。
彼
ノ
二
人
ノ
僧
、

前
立
テ
行
ク
ト
云
ヘ
ト
モ
、
自
然
ラ
、
人
有
テ
告
テ
ヤ
云
ク

「
此
ノ
後
ロ
ニ
奇
異
ノ
事
有
リ
。
五
尋
許
ノ
毒
蛇
出
来
テ
、
野
山
ヲ

、

過
ギ
、
疾
ク
走
リ
来
ル
」
ト
。
二
人
ノ
僧
、
此
レ
ヲ
聞
テ
思
ハ
ク

「
定
メ
テ
、
此
ノ
家
ノ
主
ノ
女
ノ
、
約
束
ヲ
違
ヌ
ル
ニ
依
テ
、

、

悪
心
ヲ
発
シ
テ
毒
蛇
ト
成
テ
追
テ
来
ル
ナ
ラ
ム
ト
」
思
テ
、
疾
ク
走
リ
迯
テ
、
道
成
寺
ト
云
フ
寺
ニ
迯
入
リ
ヌ
。
寺
ノ
僧
共
、
此
僧

蔜

共
、
此
ヲ
見
テ
、
云
ク

「
何
事
ニ
依
テ
走
リ
来
レ
ル
ゾ
」
ト
。
僧
、
此
ノ
由
ヲ
具
ニ
語
テ
、
可

助
由
ヲ
云
フ
。
寺
ノ
僧
共
集
テ

、

レ

此
ノ
事
ヲ
議
シ
テ
、
鐘
ヲ
取
下
シ
テ
、
此
ノ
若
キ
僧
ヲ
鐘
ノ
中
ニ
籠
メ
居
ヱ
テ
、
寺
ノ
門
ヲ
閉
ヅ
。
老
イ
タ
ル
僧
ハ
、
寺
ノ
僧
ニ
俱

ヘ

具

シ
テ
隠
レ
ヌ
。
暫
ク
有
テ
、
大
蛇
此
ノ
寺
ニ
追
来
リ
テ
、
門
ヲ
閉
ジ
タ
リ
ト
云
ヘ
ド
モ
、
超
テ
入
テ
、
堂
ヲ
廻
ル
事
両
一
度
シ
テ
、

、

。

、

、

、

、

此
ノ
僧
ヲ
籠
メ
タ
ル
鐘
ノ
戸
ノ
許
ニ
至
テ

尾
ヲ
以
テ
扉
ヲ
叩
ク
事
百
度
許
ナ
リ

遂
ニ
扉
ヲ
叩
キ
破
リ
テ

蛇

入
ヌ

鐘
ヲ
巻
キ

也

テ

尾
ヲ
以
テ
龍
頭
ヲ
叩
ク
事
、
二
時
ナ
リ
。
寺
ノ
僧
共
、
恐
ル
ト
云
ヘ
ド
モ
、
恠
ム
テ
、
四
面
ノ
戸
ヲ
開
テ
、
集
テ
此
レ
ヲ
見
ル
ニ
、

二

時

三

時

許

也

此

ヲ

恐

ル

ト

毒
蛇
両
ノ
眼
ヨ
リ
血
ノ
涙
ヲ
流
シ
テ
頭
ヲ
持
上
ゲ
テ
舌
嘗
ズ
リ
シ
テ
、
本
ノ
方
ニ
走
リ
去
ヌ
。
寺
ノ
僧
共
見
ル
ニ
、
大
鐘
、
蛇
ノ
毒

頸

リ

ヲ

シ

、

、

、

、

、

、

熱
ノ
気
ニ
被

焼
レ
テ
炎
盛
ナ
リ

敢
テ
不

可

近
付

然
レ
バ

水
ヲ
懸
テ
冷
シ
テ

鐘
ヲ
取
去
テ
僧
ヲ
見
レ
バ

僧

皆
焼
失
セ
テ

レ

レ

二

一

。

被

焼

テ

炎

盛

也

近

付

ズ

テ

骸
骨
不
レ
残
、
纔
ニ
灰
バ
カ
リ
有
リ
。
老
僧
、
此
レ
ヲ
見
テ
、
泣
悲
ム
デ
皈
リ
ム
。
其
ノ
後
、
其
ノ
寺
ノ
上
臈
タ
ル
老
僧
ノ
夢
ニ
、

骸

骨

尚

シ

不

残

ズ

計

ヌ

前
ノ
蛇
ヨ
リ
モ
大
ニ
増
レ
ル
大
蛇
、
直
ニ
来
テ
、
此
ノ
老
僧
ニ
向
テ
申
シ
テ
曰
ク

、
我
ハ
是
レ
鐘
ノ
中
ニ
籠
メ
置
シ
僧
ナ
リ
、
悪

、

女
、
毒
蛇
ト
成
テ
、
遂
ニ
、
此
ノ
毒
蛇
ノ
爲
ニ
被

領
テ
、
我
レ
、
其
ノ
夫
ト
ナ
レ
リ
。
弊
ク
穢
キ
身
ヲ
以
テ
苦
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
、

レ

其
ノ

成

ア
シ

受

ケ

事

量
无
シ
、
今
此
ノ
苦
ヲ
抜
カ
ン
ト
思
フ
ニ
、
我
力
更
ニ
不

及
。
生
タ
リ
シ
時
ニ
法
華
経
ヲ
持
チ
キ
ト
云
ヘ
ド
モ
、
願
ハ
ク
ハ
聖
人

レ

我
ガ

花

ノ
広
大
ノ
恩
徳
ヲ
蒙
テ
、
此
ノ
苦
ヲ
離
レ
ン
ト
思
フ
。
殊
ニ
、
无
縁
ノ
大
慈
悲
ノ
心
ヲ
発
シ
テ
、
清
淨
ニ
シ
テ
法
華
経
ノ
如
来
壽
量

蔜

花

品
ヲ
書
寫
シ
テ

我
等
二
ノ
蛇
メ
ニ
供
養
シ
テ

此
苦
ヲ
抜
キ
給
へ

法
華
ノ
力
ニ
ア
ラ
ズ
バ
何
カ
免
ル
ル

コ
ト
ヲ
得
ン

ト
云
ヒ
テ

、

、

。

、

」

非

事

ム

ト

返
去
ヌ
、
ト
見
テ
夢
覺
ヌ
。
其
後
、
老
僧
、
此
ノ
事
ヲ
思
フ
ニ
、
忽
チ
ニ
道
心
ヲ
発
シ
テ
、
自
ラ
、
如
来
壽
量
品
ヲ
書
寫
シ
テ
、
衣

蔜

鉢
ヲ
投
テ
諸
ノ
僧
ヲ
請
シ
テ
、
一
日
ノ
法
會
ヲ
修
メ
テ
、
二
ノ
蛇
ノ
苦
ヲ
除
カ
ン
ガ
爲
ニ
供
用
シ
奉
ル
。
其
ノ
後
老
僧
ノ
夢
ニ
一
ノ

ム

僧
一
ノ
女
有
リ
。
皆
笑
ヲ
含
ミ
テ
喜
タ
ル
喜
色
ニ
テ
、
道
成
寺
ニ
来
テ
、
老
僧
ヲ
礼
拝
シ
テ
曰
ク

「
君
清
淨
ノ
善
根
ヲ
修
シ
給
ヘ

、

咲

云

、

、

、

、

」

。

、

ル
ニ
依
テ

我
等
二
人

忽
ニ
蛇
身
ヲ
捨
テ
テ
善
所
ニ
赴
キ

女
ハ
忉
利
天
ニ
生
シ

僧
ハ
都
率
天
ニ
昇
ヌ

ト

如

此
告
畢
テ

レ

棄

レ

各
別
レ
、
空
ニ
昇
ヌ
ト
見
テ
、
夢
覺
メ
ヌ
。
其
ノ
後
、
老
僧
、
喜
ビ
悲
ム
デ
、
法
華
ノ
威
力
彌
ヨ
貴
ブ
コ
ト
无

限
。
実
ニ
、
法
華

レ

夢

覺

ヌ

花

威

力

ヲ

事

限
シ

花

経
ノ
靈
驗
掲
焉
ナ
ル
事
不
思
議
ナ
リ
。
斯
ク
蛇
身
ヲ
棄
テ
テ
、
天
上
ニ
生
ル
ル
事
、
偏
ニ
法
花
ノ
力
ナ
リ
。
此
ヲ
見
聞
ス
ル
人
、
皆

ケ
イ
ヱ
ン

也

新

タ

ニ

棄

テ

也

聞

ク

法
華
経
ヲ
仰
ギ
信
ジ
テ
、
書
寫
シ
読
誦
シ
ケ
リ
。
亦
、
老
僧
ノ
心
有
難
シ
。
其
レ
モ
、
前
生
ノ
善
智
識
ノ
至
ス
ト
コ
ロ
ニ
コ
ソ
有
ラ

所



メ
。
此
ヲ
思
フ
ニ
、
彼
ノ
悪
女
ノ
僧
ニ
愛
欲
ヲ
発
ス
ル
モ
、
皆
、
前
世
ノ
契
ニ
コ
ソ
有
ラ
メ
。
然
レ
バ
女
人
ノ
悪
心
ノ
猛
キ
事
、
既

蔜

セ

ニ
如

此
シ
、
此
ニ
依
テ
、
女
ニ
近
付
ク
事
ヲ
佛
法
ニ
誡
メ
給
フ
。
此
知
ツ
テ
可

止
也
ト
語
リ
伝
ヘ
タ
ル
ト
カ
ヤ
。

レ

レ

強

此

ヲ

知

テ

可

止

也

ト

ナ

ム

語

リ

伝

ヘ

タ

ル

ト

ヤ

(

句
読
点
及
び
カ
ギ
括
弧
は
『
日
本
文
学
大
系
』
に
随
う
。
ル
ビ
は
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
と
の
比
較

･
･

清
水)

此
書
は
宇
治
大
納
言
隆
国
卿
の
筆
作
な
り
。
此
の
卿
は
白
河
院
の
承
保
四
年
に
七
拾
四
歳
に
て
薨
ぜ
ら
れ
し
か
ば
、
鎭
源
よ
り
少
し
を
く

(

一

〇

七

七

年

)
れ
し
人
な
り
。
此
ノ
一
編
は
全
く
法
華
経
驗
記
に
よ
ら
れ
し
と
ぞ
み
た
る
。

元
亨
釈
書

巻
第
十
九

釈
安
珍
居

鞍
馬
寺

、
與

一
比
丘
尼

詣

熊
野
山

至

牟
婁
郡

宿

村
舎

、
舎
主
寡
婦
也
、
出

三
婢

餉

二
比
丘

、
珍
有

二

一

二

一

二

一

二

一

二

一

二

一

二

一

、

両

姿
貌

、
中
夜
主
婦
濽
至

珍
所

通

心
緒

、
初
二
比
丘
恠

慰
労
之
密

至

此
始
覺
、
珍
曰
、
我
是
緇
服
、
豈
閨
閤
之
徒
乎
、

二

一

二

一

二

一

二

一

レ

キ
ヲ

寡
居
余
情
溢

于
非
類

、
又
可

耻
也
、
婦
人
大
恨
、
傍

珍
不

離
、
珍
不

得

己
軟
諭
曰
、
我
自

遠
地

赴

熊
野

、
宿
志
蓄
来

二

一

レ

レ

レ

レ

レ

二

一

二

一

テ

？
玪

久
、
神
甚
嫌

穢

、
者

回
不
可

、
皈
途
必
来
、
婦
主
姑
待

之
、
女
喜
而
皈
、
暁
更
珍
早

前

路
着

神
祠

、
即
便
反

、
経

二

一

レ

レ

二

一

淫

ナ
リ

ク

テ

ル

コ
ノ
タ
ビ
ハ

婦
家

而
不

入
、
急
奔
過
、
主
婦
数

皈
程

儲

供
膳

、
傍

門
伺

路
過

期
不

至
、
適
一
僧
過
、
主
婦
問
曰
二
比
丘
某

物
色
、

二

一

レ

二

一

二

一

レ

レ

レ

レ

ノ

レ

二

一

二

一

レ

レ

熊
野

及

途
有

相
見

乎
、
対
曰
、
如

婦
言

二
比
丘
我
親
見
、
而
其
沙
門
去

此
恐
二
日

前
也
耳
、
婦
聞
大
怨
瞋
、
乃
入

ヨ
リ

ビ
テ

ノ

、

室
不

出
、
経

宿
爲

蛇
、
長
二
丈
余
、
出

宅
赴

途
、
奔
馳
而
過
、
路
人
躁

亡

相
語
曰
、
如

此
大
蛇
何
爲
取

路
、
人
々
相
伝

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

キ

ク

テ

ノ

ノ
コ
ト

ヲ

二

至

安
珍
所

珍
思

女

化

急
馳
入

一
寺

、
寺
名

道
成

、
告

衆
乞

救
、
衆
胥
議
下

大
鐘

二

一

二

一

二

一

二

一

レ

レ

二

一

二

一

二

、

、
置

一
堂

納

珍

鐘
裏

？

堅

閉

堂
戸

、
巳
而
大
蛇
入

寺

、
血
目
燄
口
、
甚
可

恐
畏

、
衆
僧
走
散
蛇
赴

堂
、
戸
不

闢
、
便
以

尾
撃

戸
、
声
如

鉄

一

二

二

一

レ

二

一

レ

レ

レ

レ

二

ル

二

石

、
戸
漸
辟
、
蛇
入

堂
応

時
、
四
戸
皆
開
、
蛇
乃
蟠

團
鐘

擧

尾
敲

鐘
、
火
焔
迸
散
、
寺
衆
看
無

奈
何

、
移

時
蛇
去
、

一

レ

レ

二

一

レ

レ

二

一

レ

ヲ

寺
衆
倒

鐘
見

中
不

見

珍
、
又
無

骨
、
只
灰
塵
而
巳
、
其
鐘
尚
熱
不

可

觸
也
、
数
夕
一
耆
宿
夢
、
二
蛇
来

前
、
一
蛇
曰
、
我

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

是
前
日
鐘
中
比
丘
也
、
一
蛇
婦
也
、
我
爲

淫
婦
害

已
爲

其
夫

、
悪
趣
苦
報
不

易

救
脱

、
而
我
先
身
持

妙
法
華

、
末

久
遭

二

一

二

一

レ

二

一

二

一

レ

此
悪
事

、
微
縁
不

虚
、
尚
爲

極
因

、
願
爲

我
寫

壽
量
品

、
彼
等
二
蛇
定

出

苦
道

、
我
等
来

寺
、
願
埀

哀
愍

、
覺

二

一

レ

二

一

レ

二

一

二

一

レ

二

一

テ

デ
ン

後
大
憐
、
乃
書

壽
量
品

又
捨

衣
資

修

無
遮
会

薦

二
蛇

、
其
夜
耆
宿
又
夢
、
一
僧
一
女
合
掌
告
白
、
我
等
因

師
慈
惠

、

テ

二

一

二

一

二

一

二

一

二

一

僧
生

兜
率

、
女
生

忉
利

、
語
己
上

天

二

一

二

一

レ

此
書
は
後
醍
醐
天
皇
の
元
亨
二
年
、
虎
関
禪
師
撰
す
る
所
な
り
。
僧
の
名
を
安
珍
と
い
ふ
こ
と
と
、
安
珍
の
く
ら
ま
に
住
せ
し
と
い
ふ
こ

(

一

三

二

二

年

)

と
は
此
書
に
始
て
み
え
た
り
。



二

一

道
成
寺

鐘
銘

鐘
今
在

京
都
妙
満
寺

聞

鐘
聲

智
惠
長

菩
提
生

煩
惱
軽

二

一

二

一

二

一

二

一

離

地
獄

出

火
坑

願
生
佛

度

衆
生

天
長
地
久

御
願
圓
満

二

一

二

一

聖
明
齊

日
月

叡
算
等

乾
坤

二

一

二

一

八
方
歌

有
道
之
君

四
海
樂

爲
之
化

紀
伊
州
日
髙
郡
矢
田
庄

文
武
天
皇
勅
願
道
成
寺
治
鑄
鐘

勸
進
比
丘
瑞
光

別
當
法
眼
定
秀

檀
那
源
萬
壽
丸

并
吉
田
源
頼
秀

合
力
諸
檀
男
女

大
工
山
田
道
願

小
工
大
夫
守
長

正
平
十
四
年

三
月
十
一
日

(

一

三

五

九

年

)

巳
亥

何
の
年
い
か
な
る
故
に
て
、
此
寺
に
う
つ
り
し
と
い
ふ
こ
と
詳
か
な
ら
ず

南
紀
名
勝
畧
志

日
髙
郡天

音
山
道
成
寺

矢
田
庄
土
生
村
ノ
中
ニ
有
リ
、
古
ハ
法
相
宗
タ
ル
由
、
今
ハ
天
台
宗
也
、
本
尊
十
一
面
觀
音
並
日
光
月
光
四
天
王
ノ
木
像
、
各
聖
徳

太
子
作
之
由
也
、
當
寺
ハ
文
武
帝
大
宝
年
中
、
紀
ノ
大
臣
道
成
峯
行
ト
ノ
御
草
創
ト
云
ヘ
リ
、
然
レ
ド
モ
不

慥
、
縁
起
有
二
巻
、

レ

(

七
〇
一
～
四
年)

畫
ハ
土
佐
將
監
筆
之
由
、
書
ハ
後
小
松
院
宸
翰
也
ト
云
ヘ
リ
、
或
曰

啓
書
記
之
由
、
此
説
可

然

書
躰
勅
筆
ト
不

見
、
古
之
縁

レ

レ

二

一

起
ヲ
將
軍
義
昭
卿
由
良
興
国
寺
来
ル
時
披
見
シ
、
奥
書
ヲ
加
ヘ
判
形
シ
給
フ
ト
也
、
載

元
亨
釈
書



熊
野
遊
記
云
、
道
成
寺
即
千
手
院
、
爲

天
台
宗

本
尊
千
手
觀
音
也
、
人
皇
四
十
二
代
文
武
朝
、
慶
雲
年
記
、
大
臣
道
成
奉

勅
草

二

一

レ

創
、
在
昔
此
寺
本
尊
漁
人
網
出

于
海
中

方
今
門
前
村
家
称

九
海
士
里

即
其
漁
人
九
名
所

居
也
云
、
又
此
村
呼
做

鐘
巻
村

二

一

二

一

レ

二

者

人
皇
六
十
代
醍
醐
帝
時
、
牟
婁
郡
処
女
、
慕

旅
僧

、
到

此
不

及
、
怨
念
凝
結
、
化

爲

毒
蛇

、
終
殺

之
亦
沈

没
江
水

一

二

一

レ

レ

レ

二

一

レ

二

(

故
下
疑
ク
ハ
不
ヲ
脱
ス
ル
カ)
一

レ

二

一

二

レ

レ

一

レ

云
、
近
時
五
尺
童
知

此

故
・
敢
贅
、
此
地
爲

海
濱

以

網

佛
沈

蛇
事

可

知

＊

＊

、

、

、

此
寺
ニ
所
蔵
古
畫
巻

相
傳
テ
土
佐
氏
祖
宗
ノ
所

畫

其
詞
章
ハ
則
當
時
ノ
神
縉
家
ノ
手
ニ
成
モ
ノ
ナ
リ
ト

觀

之
書
画
共
精
妙

レ

レ

全
巻
処
女
慕
僧
事
ヲ
記
シ
、
而
元
亨
釈
書
ニ
載
ル
所
ト
大
同
小
異
ナ
リ
、
書
韻
故
稚
ナ
ル
コ
ト
ハ
実
ニ
三
百
年
以
上
ノ
モ
ノ
ナ
リ

弘
賢
按
に
、
鐘
銘
及
び
此
二
書
道
成
寺
を
文
武
天
皇
勅
願
と
い
へ
る
は
、
何
も
寺
傳
に
拠
し
成
べ
し
。
然
れ
ど
も
勅
願
な
ら
ば
正
史
に
し

る
さ
る
へ
き
を
、
続
日
本
記
に
所
見
な
く
、
伊
呂
波
類
抄
に
も
記
さ
れ
ざ
れ
ば
、
扶
桑
略
記
に
も
所
見
な
き
な
る
べ
し
。
さ
れ
ば
勅
願
と

云
ふ
は
信
じ
が
た
し
。
殊
に
紀
大
臣
道
成
と
い
ふ
人
も
不
審
な
り
。
文
武
天
皇
の
朝
の
大
臣
は
、
左
の
多
治
比
眞
人
嶋
・
右
は
阿
倍
朝
臣

・
石
上
朝
臣
麿
す
へ
て
三
人
に
て
、
道
成
と
い
ふ
大
臣
あ
る
こ
と
な
し
。
大
臣
の
二
字
も
し
伝
へ
誤
に
も
や
と
お
も
へ
ど
、
紀
氏
系
圖
に

も
所
見
な
し
。
続
紀
全
編
に
道
成
と
い
ふ
二
人
あ
れ
ど
も
、
一
は
巨
勢
朝
臣
、
一
は
髙
田
道
成
な
り
。
い
つ
れ
も
桓
武
天
皇
の
朝
の
人
に

て
、
其
の
官
録
も
下
れ
る
人
な
れ
ば
、
私
に
か
く
ば
か
り
の
大
寺
を
建
立
あ
り
し
と
も
お
も
は
れ
ず
、
い
と
い
ぶ
か
し
き
こ
と
な
り
。
又

お
も
ふ
に
、
道
成
二
字
は
人
名
に
あ
ら
で
、
佛
典
よ
り
採
り
し
に
も
有
る
へ
き
に
や
。

此
圖
は
牟
婁
郡
、
日
髙
郡
の
方
位
及
ビ
熊
野
道
成
寺
の
所
在
ヲ
見
ル
爲
ニ
畧
寫
ス
ル
所
ナ
リ
。

(

此
圖
は
二
郡
ノ
畧
圖
ニ
テ
道
成
寺
ニ
直
接
ノ
用
ナ
ケ
レ
バ
省
ク)

(

名
所
圖
会
ノ
中
ナ
ル
日
髙
川
大
約
コ
レ
ニ
同
ジ)

(

同
書
ニ
道
成
寺
ノ

全
圖
ヲ
出
セ
リ
、
是
ヨ
リ
詳
カ
ナ
リ)

右
ニ
張
ノ
圖
ハ
後
桃
園
院
ノ
安
永
二
年
、
紀
伊
北
圃
恭
ガ
著
セ
シ
熊
野
遊
記
ノ
ス
ル
所
ナ
リ
。

(

一

七

七

三

年

)

紀
伊
國
日
髙
郡
吉
田
村

鐘
巻
道
成
寺
縁
起

抑
紀
伊
國
日
髙
郡
吉
田
村
道
成
寺
と
申
は
、
人
皇
四
十
二
代
文
武
天
皇
の
御
建
立
に
し
て
、
本
尊
は
御
丈
一
寸
八
分
、
閻
浮
壇
金
の

千
手
觀
世
音
菩
薩
、
海
中
よ
り
出
現
し
玉
ふ
處
の
靈
像
に
て
、
殊
に
蛇
心
化
益
の
御
誓
、
靈
驗
新
に
ま
し
ま
せ
ば
、
都
鄙
の
参
詣
常

に
絶
ず
。
境
内
廣
大
に
し
て
本
堂
、
樓
門
、
庫
裏
、
回
廊
、
鐘
樓
、
經
藏
、
甍
を
竝
べ
、
莊
嚴
ま
た
金
玉
を
鏤
め
、
凡
そ
一
千
百
餘

年
の
星
霜
を
經
る
と
い
へ
ど
も
、
依
然
た
る
は
實
に
是
關
南
第
一
の
靈
場
な
り
。
其

來
由
を
尋
る
に
、
古
へ
此
邊
り
に
正
八
幡
宮



の
社
あ
り
。
こ
の
社
と
道
成
寺
と
の
間
、
二
三
町
の
入
江
に
し
て
、
九
海
士
の
里
と
呼
て
、
九
人
の
海
人
住
め
り
。
或
時
、
海
中
に

？
士

光
り
も
の
あ
り
、
蜑
人
恠
み
恐
れ
て
近
よ
ら
ず
。
一
人
の
蜑
不
思
議
に
思
ひ
て
、
光
る
處
に
至
り
、
海
庭
に
入
り
て
探
り
求
る
に
、

？
底

終
に
赫
奕
た
る
靈
像
を
得
た
り
。
蜑
人
奇
異
の
思
を
な
し
て
、
土
生
と
い
へ
る
處
に
柴
の
庵
を
む
す
び
安
置
し
奉
て
、
朝
夕
の
恭
禮

い
と
ね
ん
ご
ろ
な
り
け
れ
ば
、
或
夜
靈
像
蜑
人
の
枕
上
に
立
せ
玉
ひ
て
曰
く
、
汝
我
に
祈
る
こ
と
他
事
な
し
、
汝
心
に
願
ふ
こ
と
あ

ら
ば
申
べ
し
と
、
蜑
人
夢
中
に
答
へ
申
や
う
、
我
別
に
願
ひ
申
す
こ
と
な
し
、
只
一
人
の
娘
を
持
侍
る
が
、
今
に
至
り
て
頭
髪
生
ぜ

ず
、
あ
は
れ
大
悲
の
佛
力
を
以
て
頭
髪
を
生
せ
さ
せ
玉
へ
と
、
謁
仰
す
る
と
見
て
夢
覺
た
り
。
奇
特
な
る
哉
、
翌
日
よ
り
娘
の
黒
髪

？
渇

生
じ
て
丈
に
餘
れ
り
。
蜑
人
歡
喜
し
て
そ
の
髪
の
落
一
筋
に
て
も
人
に
踏
せ
じ
と
拾
へ
ば
、
則
樹
の
枝
に
置
け
る
を
雀
來
り
て
ふ
く

み
去
り
、
遙
か
に
帝
闕
に
至
り
、
紫
宸
殿
の
軒
端
に
巢
を
喰
た
り
。
或
時
帝
叡
覽
あ
り
て
、
女
の
髪
筋
雀
の
巢
よ
り
た
れ
て
地
上
に

届
き
た
る
こ
と
不
思
議
な
り
と
て
、
か
の
巢
を
取
ら
せ
見
玉
ふ
に
、
女
人
の
黒
髪
に
紛
な
し
。
則
こ
の
髪
の
主
を
尋
よ
と
の
宣
旨
あ

り
て
普
く
國
々
を
尋
求
る
に
、
終
に
紀
伊
國
日
髙
郡
吉
田
村
九
海
士
の
里
に
至
り
、
か
の
髪
主
を
尋
得
て
都
に
皈
り
、
そ
の
由
奏
聞

し
け
れ
ば
、
則
娘
を
召
れ
け
り
。
世
に
稀
な
る
美
婦
人
な
り
け
れ
ば
、
后
の
宮
に
備
へ
さ
せ
玉
ひ
け
る
。
し
か
る
に
后
宮
雨
ふ
る
日

に
は
必
玉
顔
に
涙
を
た
れ
て
物
悲
し
き
風
情
に
見
江
玉
へ
ば
、
帝
怪
し
み
其
故
を
問
ひ
玉
ふ
に
、
后
對
へ
て
曰
、
我
古
郷
の
柴
の
奄

に
安
置
し
奉
る
觀
音
あ
り
、
雨
の
日
は
奄
室
漏
て
濡
さ
せ
玉
は
ん
こ
と
を
歎
申
な
り
と
、
始
終
を
語
り
玉
へ
ば
、
帝
叡
感
あ
り
て
、

扨
も
難

有
佛
體
哉
、
さ
ら
ば
一
宇
を
經
営
参
ら
せ
ん
と
て
、
紀
大
臣
道
成
公
に
仰
て
、
七
堂
伽
藍
を
御
建
立
有
て
、
天
音
山
道
成

レ

寺
と
號
し
、
か
の
靈
像
を
安
置
し
て
、
九
人
の
海
士
人
を
も
神
に
祝
は
せ
給
ひ
九
海
士
王
子
と
崇
め
て
、
今
も
吉
田
村
に
宮
居
あ
り

て
例
祭
絶
ず
。
諸
人
是
を
尊
敬
す
る
と
云
々
。

弘
賢
曰
、
こ
れ
は
文
政
元
年
回
向
院
に
て
開
帳
の
時
印
行
し
て
弘
め
し
所
な
り
。
文
武
天
皇
の
勅
願
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
は
、
す
で
に
上
に

(

一

八

一

八

年)

辨
ず
る
が
如
し
。
こ
の
み
か
ど
の
后
は
淡
海
公
の
一
女
藤
原
宮
子
と
申
奉
り
、
外
に
妃
嬪
も
お
は
し
ま
さ
ざ
り
し
由
な
れ
ば
、
海
士
の
子

を
后
に
立
玉
ひ
し
と
云
ふ
こ
と
は
跡
か
た
な
き
そ
ら
ご
と
な
り
。

安
鎭
畧
物
語

清
姫

道
成
寺
縁
起
に
付
て
一
ツ
の
物
語
あ
り
、
人
皇
六
十
代
醍
醐
天
皇
の
御
宇
、
奥
州
白
河
い
へ
る
処
に
安
鎭
と
い
へ
る
僧
あ
り
。
常
に

三
熊
野
を
尊
信
し
、
山
伏
の
姿
と
な
り
て
同
国
の
室
の
郡
眞
砂
の
庄
司
が
許
を
宿
と
し
て
、
毎
年
此
処
に
宿
り
け
る
。
こ
の
庄
司
に

ま

な

ご



一
人
の
娘
あ
り
、
名
を
清
姫
と
呼
て
、
ま
た
幼
稚
の
頃
よ
り
容
顔
麗
し
く
、
殊
に
伶
俐
な
れ
ば
、
か
の
僧
い
と
お
し
み
て
戯
れ
言
な

ど
い
ひ
つ
ヽ
、
後
に
は
妻
と
な
し
て
奥
州
へ
具
し
行
ん
な
ど
と
い
ひ
け
る
を
、
娘
は
稚
き
心
に
誠
と
思
ひ
、
い
と
嬉
し
げ
に
て
い
な

む
気
色
も
な
か
り
し
は
、
悪
縁
の
初
と
こ
そ
は
後
に
ぞ
思
ひ
し
ら
れ
け
る
。
扨

延
長
六
年
八
月
の
事
な
り
し
に
、
例
年
の
如
く
庄

(

九

二

八

年

)

司
が
許
に
宿
り
け
る
に
、
か
の
娘
夜
更
け
人
靜
り
て
、
安
鎭
が
閨
に
忍
来
て
言
や
う
、
わ
ら
わ
も
は
や
今
年
十
三
歳
に
及
べ
り
、
い

つ
ま
で
斯
て
置
玉
ふ
や
、
此
度
は
是
非
に
具
し
て
陸
奥
へ
下
ら
せ
給
へ
と
、
か
き
く
ど
き
て
申
に
ぞ
、
安
鎭
は
よ
し
な
き
戯
ご
と
を

い
ひ
し
こ
と
よ
と
後
悔
す
れ
ど
、
色
に
も
出
さ
ず
、
ひ
と
ま
づ
た
ば
か
り
て
見
ば
や
と
お
も
ひ
け
れ
は
、
い
か
に
も
今
年
は
具
し
て

下
る
べ
し
、
去
り
な
が
ら
、
い
ま
だ
参
詣
を
遂
げ
ざ
れ
ば
必
下
向
を
待
た
ま
へ
、
伴
ひ
て
奥
州
に
下
ら
ん
と
言
ひ
す
か
し
て
、
明
れ

ば
庄
司
が
許
を
立
出
る
に
、
娘
は
門
送
り
し
て
一
種
の
歌
を
詠
ず
。

先
の
世
の
契
り
の
ほ
ど
を
三
熊
野
の

神
の
し
る
べ
も
な
ど
か
な
か
ら
ん

と
紙
に
書
て
出
し
け
る
に
、
安
鎭
心
の
う
ち
に
は
お
そ
ろ
し
と
思
へ
ど
、
返
歌
な
く
ん
ば
い
か
れ
る
こ
と
も
や
と
、
お
そ
る
お
そ
る

三
熊
野
の
神
の
し
る
べ
と
聞
か
ら
に

猶
行
末
の
頼
も
し
き
哉

と
詠
じ
て
、
頓
し
て
下
る
べ
し
と
云
捨
て
別
れ
け
り
。
夫
よ
り
娘
は
指
折
り
て
、
安
鎭
が
下
向
を
待
テ
ど
も
皈
来
ら
ず
。
余
り
待
侘

、

、

、

、

。

、

て

外
も
に
出
て

行
く
と
も
な
く

皈
る
と
も
な
く
呻
吟
行
く
に

先
達
と
お
ぼ
し
き
老
僧
等
に
行
逢
た
り

娘
問
て
い
ふ
や
う

サ
マ
ヨ
イ

み
づ
か
ら
が
尋
る
人
は
若
き
僧
に
て
侍
る
が
、
手
箱
を
取
て
逃
候
が
、
さ
よ
う
の
僧
に
逢
玉
は
ず
や
と
問
ふ
。
老
僧
の
い
は
く
、
逢

た
る
僧
の
あ
り
し
が
、
夫
は
七
八
丁
跡
な
り
と
い
ふ
。
今
一
人
は
十
二
、
三
町
も
過
つ
ら
ん
と
答
ふ
る
に
、
娘
思
ふ
や
う
。
扨
は
我

を
た
ば
か
り
逃
げ
た
る
な
ら
ん
、
い
づ
く
迄
も
追
付
ん
も
の
を
と
、
つ
ぶ
や
き
つ
ヽ
飛
ぶ
が
ご
と
く
追
行
、
そ
の
さ
ま
い
と
怖
く
、

旅
行
人
も
是
を
見
て
、
扨
も

冷

し
き
女
性
の
気
し
き
か
な
、
な
に
ゆ
え
か
く
は
い
そ
ぎ
玉
ふ
と
、
口
口
に
云
へ
ど
娘
は
更
に
耳
に

ス
サ
マ

も
入
れ
ず
追
か
け
る
。
夫
よ
り
切
目
川
と
い
へ
る
を
打
渡
り
、
上
野
と
い
へ
る
と
こ
ろ
に
て
や
う
や
く
追
付
声
を
掛
け
る
に
、
安
鎭

心
中
に
權
現
を
念
じ
、
欲

知

過
去
因
果

見

現
在
果

欲

知

末
来
果

現
因
果
の
四
句
の
文
を
唱
へ
、
爰
を
詮
と
迯
た
り
け
る
。

レ

二

一

二

一

レ

二

一

＊

此
文
の
功
力
に
て
娘
眼
く
ら
み
て
、
石
に
腰
を
か
け
息
を
休
み
て
居
た
り
し
に
、
領
よ
り
上
は
蛇
と
な
り
て
、
腰
た
り
し
の
石
も
く

。

、

、

、

、

ぼ
み
し
と
也

娘
は
天
田
川
ま
で
迫
来
る
に

渡
守
は
安
鎭
に
頼
れ
て
渡
さ
ず

娘
い
よ

怒
り
て

川
へ
飛
入
渡
り
け
る
時
は

く

は
や
惣
身
蛇
体
と
な
り
渡
越
て
、
夫
よ
り
道
成
寺
に
至
り
、
安
鎭
が
足
跡
を
嗅
で
、
終
に
安
鎭
を
か
く
せ
し
釣
鐘
を
見
付
て
、
七
巻

ま
き
け
れ
ば
鐘
は
湯
と
な
り
て
、
安
鎭
も
死
灰
と
成
、
蛇
は
則
道
成
寺
を
出
て
入
江
に
沈
み
死
し
け
る
と
な
ん
。
此
物
語
は
三
歳
の

童
児
も
能
知
る
所
な
れ
ば
、
畧
し
て
具
に
記
さ
ず
。
殊
に
鐘
樓
の
場
に
至
り
て
は
、
謡
曲
に
作
り
今
様
に
諷
ひ
て
、
劇
場
の
舞
台
に

(

＊

果
現
ノ
間
ニ
見
ノ
字
脱
ス
ル
カ)

顕
然
た
れ
ば
、
見
ん
人
是
彼
を
通
は
し
て
そ
の
眞
僞
を
正
し
玉
へ
と
云



弘
賢
曰

是
も
文
政
元
年
の
印
行
な
り
。
安
珍
を
安
鎭
と
書
る
は
拠
な
き
こ
と
な
り
。
奥
州
の
僧
と
い
ふ
こ
と
は
謡
曲
に
は
し
め
て
み
え

(

一

八

一

八

年)

た
り
。
女
を
眞
砂
の
庄
司
が
女
と
い
へ
る
も
、
謡
曲
に
い
ふ
所
な
れ
共
こ
れ
も
拠
な
し
。
さ
て
、
奥
州
に
安
珍
の
子
孫
な
り
と
い
ふ
修
験

者
有
て
、
年
若
き
程
は
紀
伊
の
國
に
行
こ
と
を
禁
ず
と
い
ひ
、
紀
州
に
眞
砂
の
庄
司
が
子
孫
と
て
、
長
子
は
必
ず
女
子
に
て
聟
を
と
り
、

生
る
ヽ
子
も
ま
た
女
子
な
り
。
か
く
し
て
世
々
女
子
に
家
を
つ
が
ず
、
そ
の
女
子
い
つ
も
姿
色
有
な
ど
と
い
ふ
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
や
信

じ
か
た
き
こ
と
な
り
。
疑
ふ
ら
く
は
、
謡
曲
行
は
れ
て
よ
り
附
會
せ
し
に
あ
ざ
る
か
。
謡
曲
道
成
寺
は
勸
阿
弥
の
作
な
り
と
い
へ
ば
、

応

永

頃
い
で
し
き
物
な
り
。
虎
関
釈
書
を
た
て
ま
つ
し
よ
り
七
十
餘
年
の
の
ち
な
り
。
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(

＊

所
在
ノ
下
本
書
ニ
ハ
是
百
年
前
国
中
事
云
ノ
一
句
ア
リ)

寺
外
大

雷
電

女
化

魔
走
出

不

知

所
在

二

シ

テ

テ

レ

レ

二

一

＊

世
に
行
は
る
ゝ
俳
優
の
道
成
寺
に
よ
り
て
造
り
し
に
や
、
其
本
末
猶
考
ふ
べ
し



本
書
は
芝
口
常
楠
氏
所
蔵
の
も
の
よ
り
寫
本
す
。

昭
和
二
十
七
年
八
月
二
十
四
日
製
本

(

一

九

五

二

年

)

あ

と

が

き

昨
年
度
、
私
の
所
属
す
る
川
辺
文
化
協
会
郷
土
史
同
好
会
で
道
成
寺
に
つ
い
て
数
回
勉
強
会
を
開
い
た
。

こ
の
屋
代
弘
賢
の
『
道
成
寺
考
』
の
活
字
化
は
、
其
の
勉
強
会
の
復
習
に
大
変
役
立
っ
た
。

こ
の
『
道
成
寺
考
』
は
『
日
高
郡
誌

・

矢
田
村
誌

・

川
辺
町
史
』
に
広
く
資
料
と
し
て
採
用
さ
れ
、
梅
原
猛
先
生
の
『
海

』
『

』
『

人
と
天
皇
』
の
中
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。

活
字
化
に
あ
た
り
、
父
の
書
写
本
で
疑
問
の
箇
所
は
、
主
に
『
矢
田
村
誌
』
及
び
『
川
辺
町
史
』
を
参
考
と
し
た
。
ま
た
二
～

三
頁
の
画
図
は
『
熊
野
名
勝
畫
圖
』
の
筆
写
ら
し
く
、
本
来
な
ら
九
頁
『
南
紀
名
勝
畧
志
』
中
程
過
ぎ

「
此
圖
は
牟
婁
郡
・
日

、

髙
郡
方
位

･
･
･
･

」
の
辺
り
に
入
れ
る
べ
き
と
思
わ
れ
る
。

平
成
二
十
一(

二
〇
〇
九)

年
四
月
一
日(

水)

清
水

章
博


